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「横浜・人・まち・デザイン賞」の概要 

 

「横浜・人・まち・デザイン賞」は、横浜市内のまちづくりの推進に寄与す

ることを目的として、地域の個性を活かした魅力あるまちづくりへの貢献が認

められる「地域まちづくりの取組」と、「まちなみを構成する建築物等」を顕

彰し、その担い手を表彰するものです。  
本賞は、「地域まちづくり部門」と「まちなみ景観部門」の２部門で構成さ

れ、市民公募によるものの中から、「地域まちづくり部門」は横浜市地域まち

づくり推進委員会表彰部会、「まちなみ景観部門」は横浜市都市美対策審議会

表彰広報部会の選考に基づいて表彰しています。  
今回の合同部会では、第８回横浜・人・まち・デザイン賞のスケジュールや

募集概要など、両部門で共通する内容について審議します。  
 
 
前回実績（第７回 横浜・人・まち・デザイン賞） 

 

（１）応募期間 

   平成 26 年５月１日～６月 30 日 

（２）応募状況 

  ・地域まちづくり部門：43 通(選考対象 36 件） 

・まちなみ景観部門：140 通(選考対象 110 件)  

（３）表彰対象案件 

・地域まちづくり部門：６件(主体である団体：６団体、 

活動を支援した個人または団体：４団体) 

・まちなみ景観部門：７件 （受賞団体：51 団体） 

（４）表彰式 

   平成 27 年４月 24 日（会場：横浜市長公舎） 

資料１ 



資料２

横浜まちづくり顕彰事業の推移
※ ●：募集年度

横浜まちづくり功労者賞 横浜まちなみ景観賞
昭和60年度 　● 　●
　　61年度 　● 　○
　　62年度 　● 　●
　　63年度 　● 　○
平成元年度 　● 　●
　　２年度 　● 　○
　　３年度 　● 　●
　　４年度 　● 　○
　　５年度 　● 　●
　　６年度 　● 　○
　　７年度 　● 　●
　　８年度 　● 　○
　　９年度 　● 　●
　　10年度 　● 　○

横浜・人・まち・デザイン賞

まちづくり活動部門 まちなみ景観部門

　　11年度 　　　　　● 　　　　　　　　　●
　　12年度 　　　　　○ 　　　　　　　　　○
　　13年度 　　　　　● 　　　　　　　　　●
　　14年度 　　　　　○ 　　　　　　　　　○
　　15年度 　　　　　● 　　　　　　　　　●
　　16年度 　　　　　○ 　　　　　　　　　○

　　17年度 地域まちづくり推進条例施行

　　18年度
魅力ある都市景観の創造に関する
条例施行

地域まちづくり部門 まちなみ景観部門

　　19年度 　○ 　○
　　20年度 　● 　●
　　21年度 　○ 　○
　　22年度 　● 　●
　　23年度 　○ 　○
　　24年度 　● 　●
　　25年度 　○ 　○
　　26年度 　● 　●
　　27年度 　○ 　○
　　28年度 　● 　●
　　29年度 　○ 　○
　　　・
　　　・

《まちづくりに関する２つの賞を整理統合し、21世紀の横浜のまちづ
くりに結びつく事例をより積極的に評価していくよう見直し》

《各部門について、根拠条例が制定されたことをふまえ見直し》

◆市民から公募 
◆選考は都市美対策審議会 
◆隔年で表彰（７回実施） 

◆局区長による推薦 
◆選考は行政委員による 
 表彰選考委員会 
◆毎年表彰（14回実施） 

◆市民から公募 
◆選考は地域まちづくり 
 推進委員会表彰部会 
◆隔年で表彰（４回実施） 

◆市民から公募 
◆選考は都市美対策審議会 
 表彰広報部会 
◆隔年で表彰（４回実施） 

連携 

◆市民から公募 
◆選考は都市美対策審議会 
◆隔年で表彰（３回実施） 



 
 

スケジュールについて 

※下線の部分は、第７回との変更点 

 

※都市美対策審議会に選考結果を報告 

［平成 29年 3月(予定)］ 

○地域まちづくり部門活動調査、一次選考等 

［平成 28年７月～11 月下旬］ 

・事務局と関係区局が、選考対象団体全ての一次選考

資料を作成し、委員に選考を依頼（８月） 

・委員は資料を基に一次選考を実施 

・二次選考対象団体と関係区局が作成した選考資料を

事務局が取りまとめ、委員に選考を依頼（11月） 

◇まちなみ景観部門物件調査等 

[平成 28年７月～10月］ 

・事務局で物件調査を行い、調査票等を作成 

・調査票を各委員へ送付 

 

※地域まちづくり推進委員会に選考結果を 

報告［平成 29年 3月(予定)］ 

地域まちづくり部門 まちなみ景観部門 

資料３－１ 

 

○地域まちづくり推進委員会表彰部会 

［平成 27年 10月 22 日］ 

第８回の方針・スケジュール等を審議 

 

◇都市美対策審議会表彰広報部会 

[平成 27年 10月 16日］ 

第８回の方針・スケジュール等を審議 

 

◎地域まちづくり推進委員会表彰部会・都市美対策審議会表彰広報部会 合同部会 

［平成 28年１月 20日］ 

・第８回の方針・スケジュール等を確認・決定 

 

◎募集［平成 28年５月～６月］ 

・応募はがき又はウェブサイトからの電子申請による応募 

・自薦、他薦は不問、複数の応募も可 

 

◎両部会委員への応募状況を報告［平成 28年７月上旬］ 

○地域まちづくり部門二次選考 

［平成 29年 1月］ 

各委員の事前評価を基に選考を行う 

◇まちなみ景観部門選考 

現地視察［平成 28年 12月上旬］ 

本審査［平成 28年 12月中旬］ 

◎表彰対象決定・公表［平成 29 年 2月～4月］ 

・両部門の選考終了後、市長が表彰対象を決定し、４月頃結果を公表（記者発表・ウェブサイト等） 

◎表彰式（選考委員出席）［平成 29 年５月頃］ 



資料３－２

第8回　横浜・人・まち・デザイン賞　地域まちづくり部門選考実施概要（案）　［フロー］

委員

区局

活動主体

都市
整備局

7/10～ ～7/20 8/10～ ～8/30 9/10～9/20 9/20～30 10/1～ ～10/20 11/1～ ～11/10 11/15～ ～11/30

委員

区局

活動主体

都市
整備局

※連絡票については、事務局で保管

【改正案のメリット】

 

【改正案のデメリット】

・情報量が少なく、優れた活動も一次選考で不選考となる可能性がある。
・委員による採点回数が１回から２回に増える。
・区局の業務量が増加する。
・全体的に選考スケジュールが過密化する。

・調査票作成の作業を一定評価以上の活動主体に限ることで、調査票作成・不選考を繰り返す可能性が減る。
・連続応募となった際、調査票の作成を簡略化し、前回の調査票を時点修正して提出することを可能とし、活動主体の負担を削減することができる。

【改正の目的等】
　選考されなかった活動主体が、再応募される度、調査票を作成していたが、連続して不選考となる例が生じている。
　繰り返し不選考となることで調査票の作成の負担感が増し、返送いただけない事態を避け、多様な活動を選考対象としていくことを目指す。

現

行

改

正

案

時期
（予定）

2017年1月
部会

（投票による
選考）

5～6月

応募受付 
従来の記入事項（活動の名称、応

募・推薦理由、活動団体の名称・

住所・電話番号）に加え、応募は

がきに4点記入してもらう 
 
・いつから ・どこで 
・なにをして ・どんな効果がある 

採点較差の 
 
見極め 
 
（下位対象者は、 
  評価対象外とし、 
  調査票作成 
  不要。） 

照会票Ⓑ    
作成依頼 

照会票Ⓑ 
受理 

一次採点・ 
選考依頼 

一次採点票
受理 

照会票Ⓐ   
作成依頼 

照会票Ⓐ 
受理 

作成・返送 

採点・返送 

作成・返送 

調査票 
受理 

作成・返送 

二次採点・
選考依頼 

二次採点
票受理 

採点・返送 

応募受付 
（活動の名称、応募・推薦理由、
活動団体の名称・住所・電話番
号、活動の概要を記入） 

調査票 
作成依頼 

調査票 
受理 

照会票 
作成依頼 

照会票 
受理 

調査票・照
会票・活動
票を提出 

採点票 
受理 

作成・返送 

採点・返送 

調査票     
作成依頼 

作成・返送 

追加調査

【局         

追加調査                       

前回評価対象になった 
グループは時点修正のみ
で提出可能 

二次選考（調査票＋照会票Ⓑで選考） 

照会票Ⓐ裏面に写真・地図を記入      

一次選考（応募用紙と区局が作成した照会票Ⓐで選考） 

見極めの協議 



 

選考方法等について 

 

 
地域まちづくり部門 まちなみ景観部門 

根拠法令 
● 横浜市地域まちづくり推進条例第１５条 

市長は、地域まちづくりに関して特に著しい功績のあったものに対し、表彰を行うことができる。 

● 横浜市魅力ある都市景観の創造に関する条例第 17条 

市長は、魅力ある都市景観の創造に特に著しい功績のあったものに対し、表彰を行うことができる。 

表彰対象 

● 活動の主体となる団体及びその取組を支援した個人または団体を表彰します。 ● 横浜市内のまちなみ、建築物、プロムナード、モニュメントなど景観づくりに貢献した 

事業者、設計者、施工者などを表彰します。 

● 運営者として貢献した人や、ものづくりに貢献した人も表彰対象とする場合があります。 

応募期間 ● 平成 28 年５月２日～６月 30日（２か月間） 

応募要件 

● 横浜市内における地域まちづくりであること。 

● おおむね３年以上の取組実績があること。 

● 横浜市内に存する「まちなみ」や「建築物等」であること。 

● おおむね１０年以内に新しく造られたものや、歴史的建造物等再生されたものであること。 

● 過去に「横浜まちづくり功労者賞」及び「横浜・人・まち・デザイン賞」まちづくり活動部門又は

地域まちづくり部門を受賞したものは対象外とします。 

● 過去に「横浜まちなみ景観賞」及び「横浜・人・まち・デザイン賞」まちなみ景観部門を受賞したも

のは対象外とします。 

応募方法 
● 応募はがき、又はウェブサイトからの電子申請による応募 

● 自薦、他薦は不問、複数の応募も可   

両部門の 

振り分け調整 

● 本人の意思を確認した上で錯誤と認められる案件については、事務局で振り分けを行います。 

● 両部門の応募・選考状況について、両部会委員に情報提供を行います。 

選
考
方
法 

● 一次選考用の資料作成（事務局作業） 

・事務局が応募用紙から明らかに応募要件に合わないものを事前に整理した上で適宜追加調査を 

行います。 

・各案件について、庁内の関係区局へ応募資料の確認及びその他情報の提供を依頼します。 

・以上を基に資料を作成し、委員あてに送付します。 

● 委員による一次選考 

・委員は、各案件について、選考基準ごとに１点（推す）又は２点（特に推す）の加点で評価します。 

・事務局で各委員の事前評価を平均化し、集計結果を作成します。 

● 評点較差の見極め 

・委員による事前評価を踏まえ、下位対象者は評価対象外とします。 

● 二次選考用の資料作成（事務局作業） 

・活動団体へ選考に必要な資料の作成と提出を依頼します。 

・庁内の関係区局へ応募資料の確認及びその他情報の提供を依頼します。 

・以上を基に資料を作成し、委員あてに送付します。 

● 委員による二次選考 

・委員は、各案件について、選考基準ごとに１点（推す）又は２点（特に推す）の加点で評価します。 

・事務局で各委員の事前評価を平均化し集計結果を作成します。 

● 地域まちづくり推進委員会表彰部会で二次選考 

・事前評価資料及び審議をふまえ、委員一人５票程度を限度に投票し、委員の過半数の得票（３人以

上の支持）があれば顕彰活動とします。 

・表彰対象案件の取組を支援した個人又は団体も同時に表彰対象とするか審議します。 

【表彰対象案件の活動を支援した個人又は団体の基本的な考え方】 

・まちづくりコーディネーター（専門家）、ＮＰＯなどのまちづくり支援団体等 

・今後の地域まちづくり活動支援のモデルとなるような顕著なもの 

・活動団体を構成する組織や、活動団体と連携してその活動に取り組む団体、行政機関（市役所、 

区役所など）は対象外 

● 実態調査（事務局作業） 

・事務局が現地調査を行い、必要に応じて部門変更や応募要件に適合しない物件の除外を行った上で、 

応募物件選考用個票を作成し、委員あてに送付します。 

・物件の詳細情報について不明な点等がある場合には、必要に応じて応募者、物件所有者等にヒアリ 

ングを行います。 

● 委員による現地調査 

・委員は応募物件選考用個票に基づき、各自で 10件程度現地調査の希望物件を選定します。 

・希望が多い物件を中心に、現地調査を行う物件を事務局が選定します。 

・事務局でバス等を準備し、方面別に午前の部・午後の部に分けて現地調査を行います。 

● 都市美対策審議会表彰広報部会で選考 

・個票の審査、現地調査をふまえ、各委員が受賞候補物件を選考します。(事前選考。各７件程度) 

・事前選考の内容を参考に受賞物件を選定します。（5～７件程度） 

・部会での選考結果を都市美対策審議会に報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※下線の部分は、第７回との変更点 

資料３－３ 



 

選考基準 

● 横浜まちづくり顕彰事業実施細目第３条第２項 

①公共性（地域社会への貢献） 

②積極性 

③地域住民等の幅広い参加や他団体との連携 

④今後の活動の継続性・発展性 

⑤創意工夫 

● 横浜まちづくり顕彰事業実施細目第３条第１項 

①地域の個性と魅力にあふれた新しい都市景観の創造に寄与しているもの 

②まちの活性化に寄与し、賑わいのある都市景観を形成しているもの 

③歴史的なまちなみ、及び自然景観の保全に寄与し、又はそれらと調和を保っているもの 

④横浜らしさの演出に寄与しているもの 

⑤都市景観と環境や福祉への配慮などの先進的な取組が調和しているもの 

⑥その他、優れた都市景観の形成に寄与しているもの 

結果の公表 ● 市長による表彰対象案件決定後、記者発表及び本市ウェブサイト等により結果を公表します。 

 



 
    各部会で出された主な意見とその対応について 

 
【横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会（平成 27年 10月 22日）】 

①委員は全ての現場を見られるわけでないため、地域の活動を正確に把握することが困難な面がある。応募はがき

等、情報量が少ない中で判断することを改善する必要がある。 

  ⇒選考方法を改正し、応募はがきやフォームに、「いつから」、「どこで」、「何をして」、「どんな効果がある」を記

入していただき、関係区局からの情報を追加して、一次選考を委員の皆様に依頼します。その後の二次選考に

おいて、活動団体に調査書類を作成していただき、改めて関係区局への確認を行うことで情報の質と量の充実

化を図り、委員の皆様が総合的に判断できるようにします。 

②これまでに複数回不選考になってしまうということがあった。選考されなかったことで、まちづくりの意欲が低

下しないような仕組みがあるといい。 

  ⇒これまでは選考されなかった団体へも調査票を白紙の状態から作成していただいていました。そこで、今回か

ら調査票作成の負担感を軽減し、地域で行われる多様なまちづくり活動を表彰できるようにするため、時点修

正による調査票の提出ができるようにします。 

③広報をより効果的に行うため、賞の募集をどの媒体で知ったかをもう少し詳しく調べることが必要ではないか。 

  ⇒これまで応募はがきに「デザイン賞の募集をどこで知りましたか」という設問がありましたが、回答欄の選択

肢が少なく、大枠でしか状況が把握できませんでした。 

   次回から回答欄の選択肢を細分化し、どこで広報を行うのが効果的なのかをより詳しく検証できるようにし、

今後の参考にします。 

 

【横浜市都市美対策審議会表彰広報部会（平成 27年 10月 16日）】 

 ①受賞プレートに関して、現在の仕様のように賞の重厚感を保ちつつ、取り付けが簡易で、受賞先にきちんと設置

してもらえるような仕様・ルールづくりをしてほしい。 

  ⇒現在の仕様は変えずに、より簡易に設置できるような取り付け方法を検討していきます。 

 ② ・事務局は積極的に区役所へ賞の周知をしてほしい。区役所が賞を認知することで、市民への応募勧奨などが期

待できると同時に、区役所や市民にとって身近なまちを見直していく良い機会になる。 

・また事務局と各区が連携し、区主催の祭りなどで市民への広報を行うなどしてはどうか。これは単に広報を増

やして応募件数の増加を目指すということではなく、市民に身近なまちへの関心を持っていただくためのアプ

ローチとして行うべきではないか。 

⇒この賞を通じて（地域まちづくり部門も含め）市民の皆様に、身近なまちへの関心を高め、改めて各区の魅力

を発見していただくことを目的として、次の取組を行います。 

・区役所職員（区政推進課、地域振興課等）へ、積極的にこの賞の周知を行っていきます。 

・各区主催のお祭りやイベント等で、区と連携した取組を行い、市民への周知を行っていきます。 

 ③過去にまちなみ景観部門を受賞した場所の現状を知りたい。受賞後、継続的に市民に愛され使われているのかを

確認できると良いのではないか。 

  ⇒横浜まちづくり顕彰事業（横浜まちなみ景観賞）の受賞物件について、受賞した当時の景観から、現在どのよ

うに変わったか、主に外観の変化について調査を進めています。（例：新たに花壇が設置され、受賞者の景観に

対する意識の向上が伺える。イルミネーションやイベントの開催など、まちの魅力向上に繋がる活動が行われ

たなど） 

   今後は、受賞後の受賞者の景観に対する意識の変化について、どのような調査方法が良いか、委員の皆様の意

見を聴きながら検討していきたいと考えています。 

資料４ 



魅力的なまちをめざして取り組む市民によるまちづくり活動や、
まちの個性となる景観を推薦してください。

横浜市内における、おおむね
3年以上の取組実績がある
地域まちづくり活動を募集し
ます。

地域まちづくり部門

横浜市内の「まちなみ」や
「建造物」で、おおむね10年
以内に、新しく造られたもの、
歴史的建造物等が再生され
たものを募集します。

まちなみ景観部門

6月30日木平成28年

平成28年5月２日 月   ～ 平成28年 6月30日 木

地域まちづくり部門
横浜市都市整備局地域まちづくり課
Tel：045-671-2679　　Fax：045-663-8641

第7回　横浜・人・まち・デザイン賞

［地域まちづくり部門］表彰一覧

第7回　横浜・人・まち・デザイン賞

［まちなみ景観部門］表彰一覧

■活動の名称

■応募・推薦理由

切り取り

まちなみ景観部門
横浜市都市整備局景観調整課
Tel：045-671-3470　　Fax：045-663-8641

過去の受賞作品は

に記載しています。
http://www.city.yokohama.lg.jp/toshi/keicho/m11/jyushousakuhin.html

❶京浜臨海部等での「トンボはドコまで飛ぶかプロジェクト」
❷旭中央地区のコミュニティバス「四季めぐり号」の運行
❸金沢区でつくられる風景　ふるさと大道村
❹環境意識を高め、歴史も知る　大豆戸菊名打ち水大作戦
❺深谷台地域でのエリアマネジメント
地域課題の解決を実践

❻泉区いちょう団地での生活相談や学習支援
多文化共生の実践

地域まちづくり部門

まちなみ景観部門

募集期間

問合せ先

応募締切

8

❶霞橋
❷横浜地方気象台と
ブラフ99ガーデン
❸神奈川大学
横浜キャンパス3号館

❹横浜ベイクォーター
❺旧伊藤博文金沢別邸
❻横浜公園
❼東横フラワー緑道

❶ ❷ ❸ ❹

❺ ❻

❶ ❷ ❸ ❹

❺ ❻ ❼

名称： 電話番号

住所：〒

■ 活動団体の名称・住所・電話番号

❶いつから

❸何をして

❷どこで

❹どのような効果がある

■活動概要

■景観の名称

■応募・推薦理由

　区 町

■対象の所在地

■付近の案内図

切り取り

募集！

sysmente
長方形

sysmente
長方形

sysmente
タイプライターテキスト
資料５(表 案１)



魅力的なまちをめざして取り組む市民によるまちづくり活動や、
まちの個性となる景観を推薦してください。

横浜市内における、おおむね
3年以上の取組実績がある
地域まちづくり活動を募集し
ます。

地域まちづくり部門

横浜市内の「まちなみ」や
「建造物」で、おおむね10年
以内に、新しく造られたもの、
歴史的建造物等が再生され
たものを募集します。

まちなみ景観部門

6月30日木平成28年

平成28年5月２日 月   ～ 平成28年 6月30日 木

地域まちづくり部門
横浜市都市整備局地域まちづくり課
Tel：045-671-2679　　Fax：045-663-8641

第7回　横浜・人・まち・デザイン賞

［地域まちづくり部門］表彰一覧

第7回　横浜・人・まち・デザイン賞

［まちなみ景観部門］表彰一覧

■活動の名称

■応募・推薦理由

切り取り

まちなみ景観部門
横浜市都市整備局景観調整課
Tel：045-671-3470　　Fax：045-663-8641

過去の受賞作品は

に記載しています。
http://www.city.yokohama.lg.jp/toshi/keicho/m11/jyushousakuhin.html

❶京浜臨海部等での「トンボはドコまで飛ぶかプロジェクト」
❷旭中央地区のコミュニティバス「四季めぐり号」の運行
❸金沢区でつくられる風景　ふるさと大道村
❹環境意識を高め、歴史も知る　大豆戸菊名打ち水大作戦
❺深谷台地域でのエリアマネジメント
地域課題の解決を実践

❻泉区いちょう団地での生活相談や学習支援
多文化共生の実践

地域まちづくり部門

まちなみ景観部門

募集期間

問合せ先

応募締切

8

❶霞橋
❷横浜地方気象台と
ブラフ99ガーデン
❸神奈川大学
横浜キャンパス3号館

❹横浜ベイクォーター
❺旧伊藤博文金沢別邸
❻横浜公園
❼東横フラワー緑道

❶ ❷ ❸ ❹

❺ ❻

❶ ❷ ❸ ❹

❺ ❻ ❼

名称： 電話番号

住所：〒

■ 活動団体の名称・住所・電話番号

❶いつから

❸何をして

❷どこで

❹どのような効果がある

■活動概要

■景観の名称

■応募・推薦理由

　区 町

■対象の所在地

■付近の案内図

切り取り

募集！

sysmente
タイプライターテキスト
資料５(表 案２)

sysmente
長方形



横浜市中区港町１－１
横浜市都市整備局景観調整課
横浜・人・まち・デザイン賞事務局　行

■ 応募者氏名 どちらかに○を
つけてください

自薦　　他薦

地域まちづくり部門
横浜市地域まちづくり推進条例に基づいて、
横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会が選考します。

選考は平成29年１月頃、表彰式は５月頃開催予定です。

横浜市魅力ある都市景観の創造に関する条例に基づいて、
横浜市都市美対策審議会表彰広報部会が選考します。

まちなみ景観部門

今回の募集をどこで知りましたか

この賞があることを知っていましたか

■ 応募者住所

■ 応募者電話番号

〒

1. 市役所　  2. 区役所　  3. その他公共施設　  4. 新聞・雑誌　  5. ホームページ

6. 友人・知り合いから　7. その他（    ）

1. 以前から知っていた 2. 今回初めて知った

料金受取人払郵便

横浜港局
承認

差出有効期間
平成00年0月00日まで

0000

000

■上の応募はがきに必要事項を御記
入のうえ、切手をはらずにポストへ
投函してください。

■横浜市都市整備局のホームページ
からも応募できます。
    http://www.city.yokohama.lg.jp/toshi/keicho/m11/

■自薦（地域まちづくり活動を行っている本人、建物所有者
や設計者など）、他薦は問いません。

■応募はがき1枚につき1件の記入とし、何件でも応募でき
ます。

◆ 地域の個性と魅力にあふれた、新しい景観の創造に寄与しているもの
◆ まちの活性化に寄与し、賑わいのある景観を形成しているもの
◆ 歴史的なまちなみ、及び自然景観の保全に寄与しているもの
◆ 横浜らしさの演出に寄与しているもの
◆ 景観と環境や福祉への配慮などの、先進的な取組が調和しているもの

◆ 横浜市内に存する「まちなみ」や「建造物」であること。
◆ おおむね10年以内に、新しく造られたもの、歴史的建造物等が再生されたものであること。
過去に「横浜まちなみ景観賞」及び「横浜・人・まち・デザイン賞　まちなみ景観部門」で表彰された景観
は対象外とします。

人・まち・デザイン 検 索

地域まちづくり部門の
　　　募集にあたって

横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会長
山家　京子 （神奈川大学工学部建築学科教授）

社会の成長・成熟に伴い、地域社会のあり方は大きく変化しています。少子高齢化や人口減少社会の到来などを背
景に、地域社会を取り巻く環境の変化も起きています。そのような中で、人やまちを思う意欲的な市民のみなさまに
よって、「地域課題の解決」「地域の魅力向上」を目指したまちづくりが市内各所で取り組まれていることに、私は横浜
の地域社会の発展の可能性を感じています。ぜひ、身近な地域のまちづくり活動について、応募してみてください。

まちなみ景観部門の
　　　募集にあたって

横浜市都市美対策審議会表彰広報部会長
佐々木　葉 （早稲田大学創造理工学部社会環境工学科教授）

これまでに建築物をはじめとして橋や公園、ガス灯や交通施設など、多岐にわたる景観を表彰してきました。
まちの魅力ある景観は、大きな建物だけでなく住宅や公園、サインやストリートファニチャーなど、様々な要素に
よって成り立っています。皆さんもぜひ身の回りにある「いいな」「大事にしたいな」と思う景観を探してみてください。
たくさんの御応募をお待ちしています。

● 旭中央地区のコミュニティバス　 「四季めぐり号」の運行（第7回）

● 六角橋商店街の新たな企画
空き店舗を生かしたドッキリヤミ市場（第6回）

◆ 東横フラワー緑道（第7回）

◆ 防火帯建築を活用した吉田町のまちなみ（第6回）

地域まちづくり部門 まちなみ景観部門
郵便はがき

2 3 1 8 7 9 0

応募・推薦方法

選考の視点

● 公共性（地域社会への貢献）
● 積極性
● 地域住民等の幅広い参加や他団体との連携

● 今後の活動の継続性・発展性
● 創意工夫

選考の視点

●神奈川大学工学部建築学科 教授 
山家　京子

●株式会社GENプランニング
代表取締役
奥村　玄

●  首都大学東京都市環境学部 
自然・文化ツーリズムコース 准教授
川原　晋

● まちひとこと総合計画室 代表
田邊　寛子

● 市民委員（公募）
中山　岳志

選考委員

選考について

応募要件

● 横浜市内における地域まちづくりであること。
● おおむね3年以上の取組実績があること。
過去に「横浜まちづくり功労者賞」及び「横浜・人・まち・デザイン賞　まちづくり活動部門又は地域ま
ちづくり部門」で表彰された活動は対象外とします。 

応募要件

受賞活動の例 受賞景観の例

切り取り

横浜市中区港町１－１
横浜市都市整備局景観調整課
横浜・人・まち・デザイン賞事務局　行

■ 応募者氏名 どちらかに○を
つけてください

自薦　　他薦

今回の募集をどこで知りましたか

この賞があることを知っていましたか

■ 応募者住所

■ 応募者電話番号

〒

1. 市役所　  2. 区役所　  3. その他公共施設　  4. 新聞・雑誌　  5. ホームページ

6. 友人・知り合いから　7. その他（    ）

1. 以前から知っていた 2. 今回初めて知った

料金受取人払郵便

横浜港局
承認

差出有効期間
平成00年0月00日まで

0000

000

郵便はがき

2 3 1 8 7 9 0

地域まちづくり部門

まちなみ景観部門

（横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会）

◆ 早稲田大学創造理工学部
　 社会環境工学科 教授
佐々木　葉

◆ 横浜商工会議所
金子　修司

◆ 市民委員
清水　靖枝

◆ エッセイスト
鈴木　智恵子

◆ 関東学院大学建築・環境学部
　 建築・環境学科 教授（建築史）
関　和明

選考委員（横浜市都市美対策審議会表彰広報部会）

みなとみらい線と東急東横線の相互直通運転に伴い、地下化された東白楽駅から横浜駅間の跡地を緑道として
整備したものです。現在は、沿線市民による複数の緑道・公園愛護会が、広場や緑道を利用したイベントや清掃な
どの活動を行っています。

坂道の多い旭中央地区の四季美台で、横浜市の「地域交通サポート事業」を活用し、地域住民等から構成される
運行委員会が中心になって、コミュニティバスの運行を実現しています。

戦後復興期の1950年代に、防災を目的として市内中心部に多数建てられ
た長大な壁のように連続する「防火帯建築」をギャラリーや店舗に活用し、
地域のイベント拠点にもなっています。

閉店後の店舗のシャッター前でフリーマーケットやライブイベントを行
い、商店街を盛り上げています。商店街の皆さんが発意した活性化の取組
が地域に根づいています。

バーコード入ります

バーコード入ります

市民が自ら主体となって、創意工夫し、地域まちづくりを推進している活動を募集します。
活動の主体となる団体と、その取組を支援した個人または団体を表彰します。

地域の個性と魅力をつくりだしている「まちなみ」や「建造物」を募集します。
景観づくりに貢献した事業者、設計者、施工者などを表彰します。

sysmente
タイプライターテキスト
資料５(裏)
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地域まちづくり部門

［横浜市都市整備局地域まちづくり課］ 
Tel：045-671-2679　Fax：045-663-8641

［横浜市都市整備局景観調整課］
Tel：045-671-3470　Fax：045-663-8641

市役所、区役所、地区センター等で配布している募集リーフレットの応募はがきか、
横浜市都市整備局のホームページから応募してください。

まちなみ景観部門
問合せ先 人・まち・デザイン 検索

横浜市内における、おおむね3年以上の取組実績がある
地域まちづくり活動を募集します。

地域まちづくり部門
横浜市内の「まちなみ」や「建造物」で、おおむね10年以内に新しく
造られたもの、歴史的建造物等が再生されたものを募集します。

まちなみ景観部門

6月30日木平成28年

8 募集！

❶京浜臨海部等での「トンボはドコまで飛ぶかプロジェクト」
❷旭中央地区のコミュニティバス「四季めぐり号」の運行
❸金沢区でつくられる風景　ふるさと大道村
❹環境意識を高め、歴史も知る　大豆戸菊名打ち水大作戦
❺深谷台地域でのエリアマネジメント
地域課題の解決を実践

❻泉区いちょう団地での生活相談や学習支援
多文化共生の実践

❶ ❷ ❸ ❹

❺ ❻

❶霞橋
❷横浜地方気象台と
ブラフ99ガーデン
❸神奈川大学
横浜キャンパス3号館
❹横浜ベイクォーター
❺旧伊藤博文金沢別邸
❻横浜公園
❼東横フラワー緑道

❶ ❷ ❸ ❹

❺ ❻ ❼

応募締切
魅力的なまちをめざして取り組む
市民によるまちづくり活動や、
まちの個性となる景観を推薦してください。

sysmente
長方形
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地域まちづくり部門

［横浜市都市整備局地域まちづくり課］ 
Tel：045-671-2679　Fax：045-663-8641

［横浜市都市整備局景観調整課］
Tel：045-671-3470　Fax：045-663-8641

市役所、区役所、地区センター等で配布している募集リーフレットの応募はがきか、
横浜市都市整備局のホームページから応募してください。

まちなみ景観部門
問合せ先 人・まち・デザイン 検索

横浜市内における、おおむね3年以上の取組実績がある
地域まちづくり活動を募集します。

地域まちづくり部門
横浜市内の「まちなみ」や「建造物」で、おおむね10年以内に新しく
造られたもの、歴史的建造物等が再生されたものを募集します。

まちなみ景観部門

6月30日木平成28年

8 募集！

❶京浜臨海部等での「トンボはドコまで飛ぶかプロジェクト」
❷旭中央地区のコミュニティバス「四季めぐり号」の運行
❸金沢区でつくられる風景　ふるさと大道村
❹環境意識を高め、歴史も知る　大豆戸菊名打ち水大作戦
❺深谷台地域でのエリアマネジメント
地域課題の解決を実践

❻泉区いちょう団地での生活相談や学習支援
多文化共生の実践

❶ ❷ ❸ ❹

❺ ❻

❶霞橋
❷横浜地方気象台と
ブラフ99ガーデン
❸神奈川大学
横浜キャンパス3号館
❹横浜ベイクォーター
❺旧伊藤博文金沢別邸
❻横浜公園
❼東横フラワー緑道

❶ ❷ ❸ ❹

❺ ❻ ❼

応募締切
魅力的なまちをめざして取り組む
市民によるまちづくり活動や、
まちの個性となる景観を推薦してください。
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広報について 

 
 

広報内容 時期（予定） 備考 

記者発表 ４月下旬 
 

都市整備局ホームページ掲載 ５～６月 
 

広報よこはま「はま情報」募集記事掲載 ５月１日 
 

神奈川新聞「市民の広場」募集記事掲載 ５月上旬 
 

テレビ神奈川「ずばり！ 横濱」募集放送※

お知らせコーナー 
５月上旬 

 

市庁舎１階市民広間にて広報パネル展示 ５月 
 

建築・土木系雑誌へ募集記事掲載 
 

日経コンストラクション、日経

アーキテクチュア、新建築等 

タウンニュース掲載 ５月～ 
 

地域まちづくり課メールマガジン 

「ヨコハマ人・まち」掲載 
５月上旬  

市民活動支援センターメールマガジン 

「animato pico（アニマート ピコ）」掲載 
５月上旬 

2015 年 5月より「ハマセン！」

からリニューアル 

募集リーフレット・ポスター配付 ５～６月 
区役所、駅ＰＲボックス等 

（配布先は裏面参照） 

市内地域まちづくり活動団体等へ情報提供 ５月 
地域まちづくり組織、まち普請

整備団体等 

市内建設関係の業界団体への情報提供 ５月 

神奈川県建築士事務所協会、神

奈川県建築士会、横浜建設業協

会、JIA（日本建築家協会） 

市内大学・高校への情報提供 ５～６月 大学 30校、市立高校 11校 

中間支援組織への情報提供 ５～６月 

区民活動支援センター、社会福

祉協議会、まちづくり支援団体、

地域ケアプラザ、緑の協会等 

まちづくりコーディネーターへの情報提供 ５～６月 コーディネーター78名 

過去の受賞者への情報提供 ５～６月  

 

資料７ 



 

場所 箇所数 備考 

市民情報センター １  

区役所広報相談係 18  

行政サービスコーナー 13  

地区センター 80  

コミュニティハウス 115  

地域ケアプラザ 133  

公会堂 18  

図書館 18  

駅（ＰＲボックス） 18 区１か所 乗降者数の多い駅に配架 

区社会福祉協議会 18  

市民活動支援センター １  

区民活動支援センター 18  

男女共同参画センター ２  

まちづくり支援団体 ９   

まちづくりコーディネーター 78  

緑の協会 １  

県民活動サポートセンター １  

ボランティアセンター １  

神奈川県建築士事務所協会 １  

神奈川県建築士会 １  

コミュニティカフェ 15  

子育て支援 19  

まち普請事業整備済団体 41  

市内大学 30  

市立高校 11  

過去の受賞者 86  

 

（募集リーフレット配布先一覧） 



横浜まちづくり顕彰事業実施要綱 

 
（目的） 
第１条 横浜市魅力ある都市景観の創造に関する条例（平成 18 年 2 月横浜市条例第 2 号）

第 17 条及び横浜市地域まちづくり推進条例（平成 17 年 2 月横浜市条例第 4 号）第 15
条に基づき、横浜市における、地域の個性を活かした魅力あるまちづくりへの貢献が認

められる「まちなみを構成する建築物等」や、「地域まちづくりの取組」を顕彰し、もっ

てまちづくりの推進に寄与する目的で、横浜まちづくり顕彰事業（以下「顕彰事業」と

する）を実施する。 
 
（賞及び部門） 
第２条 顕彰事業には、横浜・人・まち・デザイン賞を設け、まちなみ景観部門、地域ま

ちづくり部門について実施する。 
(１) まちなみ景観部門の顕彰対象として応募または推薦することができるものは、横浜市

内において地域の個性を活かした魅力ある都市景観の形成に寄与している、まちなみ、

建築物、工作物等で、おおむね 10 年以内に新しく造られたもの、又は歴史的建造物

等再生されたものであるものとする。 
(２) 地域まちづくり部門の顕彰対象として応募または推薦することができるものは、横浜

市内において横浜市地域まちづくり推進条例第 2条第 1項第 3号に規定する地域まち

づくりで、おおむね 3 年以上の取組実績のあるものとする。 
 
（審査選考） 
第３条 顕彰対象の審査選考については各部門において次の機関が行う。 
（１）まちなみ景観部門の審査選考は、横浜市都市美対策審議会表彰広報部会が行う。 
（２）地域まちづくり部門の審査選考は、横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会が行

う。 
 
（顕彰対象の決定） 
第４条 顕彰対象は、横浜市都市美対策審議会表彰広報部会及び横浜市地域まちづくり推

進委員会表彰部会の選考に基づき、市長が決定する。 
 
（表彰） 
第５条 顕彰対象に対する表彰は、市長が隔年１回行う。 
 
（主催等） 
第６条 本事業は、横浜市が主催し、必要に応じて趣旨に賛同する団体の協力を得て行う

ことができる。 

資料８ 



 
（国土交通大臣への推薦） 
第７条  市長は、横浜・人・まち・デザイン賞の受賞者を、国土交通大臣が行う「まち

づくり功労者表彰」の候補者として推薦することができる。 
 
（その他） 
第８条  この要綱の実施に関し必要な事項は、都市整備局長が別に定める。 
 

付則 
この要綱は、昭和６０年１０月２２日から実施する。 
この要綱は、平成１１年１０月２５日から実施する。 
この要綱は、平成１７年 ４月 １日から実施する。 
この要綱は、平成２０年 ３月２１日から実施する。 
この要綱は、平成２４年 ４月 １日から実施する。 
 



横浜まちづくり顕彰事業実施細目 

 
（趣旨） 
第１条 この実施細目は、横浜まちづくり顕彰事業実施要綱（平成２４年４月１日改正。

以下「要綱」という。）の実施に関し、必要な事項を定めるものとする。 
 
（選考の原則） 
第２条 顕彰対象は、原則として民間のものとする。ただし、横浜市又はその他の行政機

関等が事業者である建築物、工作物等については、市民の評価が高いと認められる場合

に顕彰することができる。 
２  次については顕彰対象から除外する。 
（１）まちなみ景観部門については、過去において、横浜まちなみ景観賞、及び横浜・人・

まち・デザイン賞まちなみ景観部門を受賞したもの 
（２）地域まちづくり部門については、過去において、横浜まちづくり功労者賞、及び横

浜・人・まち・デザイン賞まちづくり活動部門又は地域まちづくり部門を受賞したも

の 
（３）法令、例規等に違反しているもの 
（４）その他顕彰対象としてふさわしくないと認められるもの 
 
（選考基準） 
第３条 まちなみ景観部門の選考基準は、次の各号によるものとする。 
（１）地域の個性と魅力にあふれた新しい都市景観の創造に寄与しているもの 
（２）まちの活性化に寄与し、賑わいのある都市景観を形成しているもの 
（３）歴史的なまちなみ、及び自然景観の保全に寄与し、又はそれらと調和を保っている

もの 
（４）横浜らしさの演出に寄与しているもの 
（５）都市景観と環境や福祉への配慮などの先進的な取り組みが調和しているもの 
（６）その他、優れた都市景観の形成に寄与しているもの 
２ 地域まちづくり部門の選考基準は、次の各号によるものとする。 
（１）公共性（地域社会への貢献）が評価されるもの 
（２）積極性が評価されるもの 
（３）地域住民等の幅広い参加や他団体との連携が評価されるもの 
（４）今後の活動の継続性・発展性が評価されるもの 
（５）創意工夫が評価されるもの 
 

資料９ 



（調査又は報告） 
第 4 条 市長は審査選考のため必要があるときは、顕彰対象として応募又は推薦すること

ができるもの状況を調査し、又はその関係者から報告を徴することができる。 
 
（表彰対象） 
第５条 表彰は、顕彰対象に関連した次に掲げるものに対して行う。ただし、法令、例規

等に違反又は、表彰対象とふさわしくないと認められる物については、表彰対象としない。 
（１）まちなみ、建築物、工作物等の事業者、設計者、施工者等 
（２）横浜市地域まちづくり推進条例第 2 条第 1 項に規定する地域まちづくり活動の主体

である団体及び当該活動を支援した個人または団体 
（３）その他顕彰対象に関連するもの 
 
（表彰方法） 
第６条 表彰は、市長が行い、表彰状を授与する。 
２ 表彰対象に対し、記念品を贈呈することができる。 
 
（事務局） 
第７条 表彰に関する事務を処理するため、事務局を設ける。 
２ 事務局は、まちなみ景観部門においては都市整備局景観調整課、地域まちづくり部門

においては同局地域まちづくり課に置く。 
 
（その他） 
第８条 この実施細目に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 
 
付則 
この細目は、平成１１年１０月２５日から実施する。 
この細目は、平成１７年 ４月 １日から実施する。 
この細目は、平成２０年 ３月２１日から実施する。 
この細目は、平成２４年 ４月 １日から実施する。 
この細目は、平成２５年 ４月 １日から実施する。 
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